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無
会
派
三
宅
ま
こ
と

認定●
20
年
後
に
は
一
般
財
源
に
占
め
る
社
会
保
障
費

20

32

億
円
増
額
と
推
計
、
交
付
税
制
度
が
維
持
さ
れ
る
と

し
て
も
、
抑
制
傾
向
の
臨
時
財
政
対
策
債
（
借
金
）

の
増
大
含
め
市
債
残
高
は
増
加
傾
向
。
将
来
を
見
据

え
て
し
っ
か
り
と
し
た
財
政
運
営
を
求
め
る
。

●
大
規
模
災
害
の
発
災
時
に
必
要
と
さ
れ
る
「
市
民

向
け
非
常
用
充
電
設
備
等
」
に
関
し
、
電
気
自
動
車

活
用
や
民
間
と
の
新
た
な
協
定
締
結
模
索
を
確
認
。

●
狛
江
市
が
都
内
で
最
も
刑
法
犯
発
生
（
割
合
）
が

少
な
い
事
は
「
世
界
一
安
心
な
東
京
都
で
一
番
安
全

な
街
」
と
い
う
切
り
口
で
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
が
可
能
。

●
市
税
や
国
保
税
の
徴
収
率
ト
ッ
プ
水
準
は
都
か
ら

の
交
付
金
措
置
に
よ
り
財
源
が
潤
い
、
人
件
費
コ
ス

ト
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
を
市
民
に
広
報
す
べ
き
。

●
最
後
に
、
今
後
の
財
政
運
営
上
の
課
題
を
市
民
へ

説
明
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
、
平

成
30
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
決
算
を
認
定
す
る
。

20
年
後
2
0
4
0
年
も

見
越
し
た
財
政
運
営
を

無
会
派
吉
野
芳
子

水
道
道
路
と
３
・
４
・
16
号
線
安
全
対
策
、
公
共

施
設
利
活
用
の
工
夫
、
ま
た
多
様
な
保
育
事
業
者
は

市
民
ニ
ー
ズ
の
迅
速
な
対
応
や
子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
高
め
評
価
で
き
る
。
妊
婦
面
談
事
業
「
ゆ
り
か

ご
狛
江
」
全
件
面
談
を
実
現
す
べ
き
。
こ
ま
バ
ス
は

新
た
な
使
命
を
認
識
せ
よ
。
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
は
利
便
性
改
善
を
評
価
。
敬
老
金
を
廃
止
し
基

金
と
し
て
社
会
保
障
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
。

小
中
学
校
の
全
学
年
で
年
２
回
実
施
の
心
理
検
査

h
y
p
e
r
|
Q
U
の
見
直
し
を
求
め
る
。
子
育
て
、

介
護
、
環
境
や
防
災
を
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
化
し
た
こ

と
は
市
民
参
加
と
市
民
力
向
上
を
果
た
し
た
。
市
税

徴
収「
き
ち
ん
と
税
金
を
納
め
る
市
民
の
住
む
ま
ち
」

は
誇
れ
る
。
更
な
る
福
祉
と
の
連
携
を
進
め
よ
。
国

保
健
全
化
の
た
め
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
把
握
を
求

め
る
。
財
政
規
律
の
遵
守
に
よ
る
財
政
改
善
、
若
者

支
援
に
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
本
決
算
を
認
定
す
る
。

認定 将
来
世
代
に
希
望
を
持
て
る

施
策
の
展
開
を
評
価

無
会
派
松
﨑
淑
子

認定30
年
決
算
は
赤
字
債
の
起
債
抑
制
に
よ
り
、
実
質

経
常
収
支
比
率
は
96・７
％
、
積
立
金
残
高
は

96

41
億

円
と
い
う
財
政
状
況
の
安
定
を
評
価
。
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
に
向
け
職
場
環
境
、
労
働
者
の
権
利
を

保
証
せ
よ
。
待
機
児
童
減
少
に
努
力
し
た
が
、
私
立

園
の
保
育
士
報
酬
に
国
・
都
へ
労
働
に
見
合
っ
た
保

証
の
働
き
か
け
を
要
望
す
る
。
緑
の
減
少
に
危
機
感

を
持
っ
て
、
緑
化
基
金
の
使
途
を
市
民
参
加
で
検
討

し
方
針
を
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
。
介
護
事
業
は
報
酬

加
算
を
独
自
に
考
え
、
需
要
増
加
に
向
け
必
要
な
認

定
ヘ
ル
パ
ー
の
人
数
や
仕
事
時
間
な
ど
積
算
・
確
保

し
、
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
将
来
設
計
を
望

む
。
母
子
父
子
自
立
支
援
に
つ
い
て
内
容
の
周
知
で

多
く
の
活
用
を
目
指
し
て
欲
し
い
。災
害
対
策
用
井

戸
の
た
め
の
発
電
機
を
要
望
す
る
。（
仮
称
）
人
権
尊

重
基
本
条
例
は
多
様
性
を
認
め
合
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
た
策
定
を
期
待
す
る
。

誰
も
が
誇
り
を
持
っ
て

生
き
ら
れ
る
狛
江
に

狛
江
市
の「
市
民
参
加
」の

あ
り
方
を
問
う

①
市
民
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
の
検
討
を
今
年
度
中
に

始
め
る
と
市
は
約
束
し
た
。
市
と
協
定
を
結
ん
で
い

た
「
市
民
セ
ン
タ
ー
を
考
え
る
市
民
の
会
」
と
、
そ

の
後
組
織
さ
れ
た
「
市
民
の
会
～
第
２
ス
テ
ー
ジ
」

は
別
団
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
１
２
５
６
万
１

千
円
か
け
て
策
定
し
た
市
の
「
市
民
セ
ン
タ
ー
増
改

築
プ
ラ
ン
」
を
市
民
に
公
開
せ
ず
「
市
民
の
会
～
第

２
ス
テ
ー
ジ
」
と
の
み
協
議
す
る
の
は
、
松
原
市
長

が
目
指
す
「
市
民
参
加
」
と
は
言
え
な
い
。
情
報
開

示
の
遅
れ
の
責
任
を
「
市
民
の
会
」
に
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
、
本
来
の
市
民
参
加
で
進
め
よ
。

②
前
市
長
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
問
題
は
一
定
の
け
じ
め

が
つ
い
て
い
る
と
市
は
言
う
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど
被
害
者
へ
の
心
の
ケ
ア
に
対
し
て
予
算
計
上
を
。

③
市
民
関
係
者
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
の
花
火
大
会
。

中
止
に
な
っ
た
花
火
大
会
の
収
支
を
わ
か
り
や
す
く

市
民
に
報
告
す
べ
き
。

無
会
派
平
井
里
美

認定

市
民
・
行
政
協
働
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
自
治
体
運
営
を

平
成
30
年
度
は
実
質
公
債
費
率
が
過
去

30

10
年
間
で

最
も
低
い
２・０
％
と
な
り
、
ま
た
基
金
残
高
を
増

や
し
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
抑
制
に
務
め
た
こ
と

は
将
来
世
代
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
と
し
て
評

価
す
る
。
一
方
、
昨
年
度
の
最
も
大
き
な
事
案
で
あ

る
前
市
長
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
で
議
会
が
行
政
の
過
ち

を
正
す
べ
き
二
元
代
表
制
の
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ

た
こ
と
の
反
省
が
残
る
。
現
在
策
定
中
の
（
仮
称
）

人
権
尊
重
基
本
条
例
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る

検
討
を
行
い
健
全
な
議
会
運
営
に
貢
献
し
た
い
。温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
目
標
値
達
成
の
た
め
本
庁
舎
電
源

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
、
長
年
懸
案
の
市
民

セ
ン
タ
ー
増
改
築
、
旧
四
小
跡
地
の
歴
史
資
料
保
管

問
題
、
水
道
局
用
地
の
利
用
可
能
性
な
ど
、
課
題
は

多
い
。介
護
、子
育
て
、ひ
き
こ
も
り
、格
差
解
消
支
援

な
ど
日
常
生
活
の
多
々
あ
る
課
題
に
対
し
、市
民
・
行

政
協
働
で
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
る
。

立
憲
民
主
こ
ま
え
高
木
さ
と
こ

認定 「
日
本
一
や
さ
し
い
ま
ち
、狛
江
」

始
動
!

平
成
30
年
度
は
市
長
選
挙
が
執
行
、
多
く
の
市
民

の
信
託
を
受
け
た
松
原
市
長
が
市
政
の
舵
取
り
を
任

せ
ら
れ
「
日
本
一
や
さ
し
い
ま
ち
・
狛
江
」
に
向
け

た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
。
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
年
度
途
中
の
市
長
就
任

で
も
公
約
実
現
の
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
着

実
に
手
を
打
っ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
市

政
・
財
政
運
営
は
市
長
の
狛
江
市
職
員
38
年
、
そ
の

後
の
民
間
企
業
経
営
の
経
験
を
生
か
し
、
そ
の
視
点

や
考
え
方
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
市
民
か
ら
の
狛

江
市
に
対
す
る
信
頼
回
復
に
も
努
め
、
職
員
も
市
長

の
考
え
方
に
呼
応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
尽
力
。

市
長
の
政
治
信
条
で
あ
る
「
誠
実
」
と
「
信
頼
」
に

一
切
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、
市
政
発
展
の
た
め
、
市
民

一
人
ひ
と
り
へ
の
温
か
な
ま
な
ざ
し
を
心
が
け
た
市

政
運
営
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
私
ど
も
狛
江
市
議
会
公

明
党
は
一
般
会
計
決
算
を
認
定
す
る
。

狛
江
市
議
会
公
明
党
佐
々
木
貴
史

認定

介
護
・
国
保
税
値
上
げ
、

市
民
生
活
支
援
が
不
十
分

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

宮
坂
良
子

こ
の
年
度
前
市
長
は
セ
ク
ハ
ラ
問
題
で
市
政
へ
の

信
頼
を
大
き
く
失
墜
し
、
強
権
的
な
差
し
押
さ
え
や

介
護
保
険
料
・
国
保
税
の
大
幅
値
上
げ
が
行
わ
れ
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
一
掃
し
人
権
と
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
認
可
保
育
園
増
設
や
北
部
児
童

館
、
子
育
て
・
教
育
支
援
複
合
施
設
な
ど
は
評
価
で

き
る
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
は
全
職
員
へ
の
無
記

名
ア
ン
ケ
ー
ト
対
策
が
行
わ
れ
ず
、
人
権
尊
重
基
本

条
例
策
定
は
当
事
者
の
声
や
市
民
の
協
働
が
不
十
分

で
あ
る
。
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
で
は
、
生
活
困

難
層
の
６
～
８
割
が
苦
し
い
と
答
え
て
お
り
、
子
ど

も
の
貧
困
、
市
民
生
活
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
が
あ

ま
り
に
不
十
分
で
あ
る
。
災
害
対
策
で
は
防
災
行
政

無
線
戸
別
受
信
機
貸
出
や
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設

置
助
成
な
ど
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
は
個
人
情
報
漏
洩
対
策
が
十
分
と
ら
れ
て
い
な

い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
本
決
算
の
認
定
に
反
対
す
る
。

不認定 平
成
30
年
度
決
算
歳
入
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
額
を
抑
制
し
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
額

も
減
額
し
、
必
要
な
一
般
財
源
は
確
保
。
20
年
度
と

比
較
し
、
歳
出
で
は
、
扶
助
費
が
42
億
円
と
増
額
。

児
童
福
祉
費
が
29
億
円
、
障
が
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

社
会
福
祉
費
が
８
億
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

多
摩
26
市
平
均
で
は
傾
向
的
に
は
同
じ
よ
う
な
状
況

で
あ
っ
た
。
基
金
残
高
平
成
30
年
度
末

30

41
億
円
と
な

り
、
以
前
に
比
べ
増
え
て
い
る
が
、
市
民
一
人
当
た

り
の
基
金
残
高
を
多
摩
26
市
で
比
較
す
る
と
、
財
政

調
整
基
金
は
２
万
３
千
円
で
16
位
、
基
金
全
体
で
は

５
万
円
で
20
位
と
少
な
い
状
況
。
今
後
も
増
加
が
予

想
さ
れ
る
社
会
保
障
関
係
費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化

等
へ
の
対
応
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
つ
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
の
運
営
と
な
る
が
、
将
来
を
見
据
え

借
金
を
減
ら
し
て
い
る
市
政
運
営
は
大
変
評
価
で
き
た
。

自
由
民
主
党
・
明
政
ク
ラ
ブ
は
本
決
算
を
認
定
す
る
。

自
由
民
主
党・明
政
ク
ラ
ブ
栗
山
た
け
し

認定 将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
が

今
の
狛
江
市
政
！


